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クラブの活性化に努めよう

Service above self Lead the way

職業奉仕月間
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超我の奉仕 率先しよう

RI会長：ヴィルヘルム・ステンハマー（スウェーデン）
国際大会開催地：コペンハーゲン、マルメ

地区ガバナー：菊地平（宮崎西ＲＣ）

RI会長：ウイリアム・ボイド（アメリカ）
国際大会開催地：ソルトレーク 

地区ガバナー：冨永国俊（川内ＲＣ）
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ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

第１　�知り合いを広めることによって奉
仕の機会とすること。

第２　�職業上の高い論理基準を保ち、役
立つ仕事はすべて価値あるものと
認識し、社会に奉仕する機会とし
てロータリアン各自の職業を高潔
なものにすること。

第３　�ロータリアン一人一人が、個人と
して、また事業および社会生活に
おいて、日々、奉仕の理念を実施
すること。

第４　�奉仕の理念で結ばれた職業人が、
世界的ネットワークを通じて、国
際理解、親善、平和を推進すること。

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

ROTARY CONNECTS THE WORLD
2019-2020 国際ロータリーテーマ

ロータリー特別月間� Special Month in Rotary

　クラブだけでなく、ロータリアン一人ひとりが、ロータリーの活動に参加するよう強調するため、国際ロー

タリー（RI）理事会が指定した月間のことでなお９月、10 月には日本独自の月間テーマが設定されています。
8 月 会員増強・新クラブ結成推進月間 1 月 職業奉仕月間
9 月 基本的教育と識字率向上月間／ロータリーの友月間 2 月 平和と紛争予防／紛争解決月間

10 月 経済と地域社会の発展月間／米山月間 3 月 水と衛生月間
11 月 ロータリー財団月間 4 月 母子の健康月間
12 月 疾病予防と治療月間 5 月 青少年奉仕月間

6 月 ロータリー親睦活動月間

本クラブの目的は、『ロータリーの目的』の達成を目指し、五
大奉仕部門に基づいて、成果あふれる奉仕プロジェクトを実
施し、会員増強を通じてロータリーの発展に寄与し、ロータ
リー財団を支援し、クラブレベルを超えたリーダーを育成す
ることである。
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ガバナー挨拶

ガバナー挨拶

2019 〜 2020 年度　国際ロータリー第 2730 地区

ガバナー　喜島 健一郎

　皆様明けましておめでとうございます。国際ロータリー会長テーマ、ロータリーは世界を

つなぐが発表され本年度が 6 ケ月過ぎました。本年度はポリオが撲滅される年だと思ってい

ましたが、2019 年 1 月から 11 月までの野生株によるポリオの症例数はパキスタン、アフガ

ニスタンを中心に 107 でありました。本当に残念であります。

　ロータリーはサービスを持って人間活動の根本観念にするという運動ですが、私達の業務

を通じて、社会、人類にサービスをしようとするものであり、これはボケーショナルサービ

スと言われております。ロータリーではよく、寛容の精神でという表現が使われますが、ポー

ル、ハリスの言う寛容の精神について考えてみますと、彼はロータリアンは、皆が友達にな

り平和に暮らすことを望んでおり、それは政治的宗教的に寛容であることが重要だと考えて

います。そこで戦争は寛容でないために起こると考えており、宗教が違う人々がロータリー

で同じテーブルにつくことが出来たら素晴らしいことであり彼の考える寛容は、そういう人

間社会の基本にかかわる事であり、平和への道であります。ポール、ハリスの考えを受けま

すと、私達もロータリアンとして、ロータリアン同士友達になり平和に暮らすことを考え人

生を過ごしたいと思います。

　最後になりますが、寛容の心を持って皆様方が素晴らしく楽しい人生を送られますよう心

からご祈念申し上げご挨拶といたします。
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ガバナー公式訪問報告

出水 RC
� 会長  築地 一則
　7月18日喜島健一郎
ガバナー・北部グルー
プ横山良一ガバナー補
佐をお迎えして公式訪問
が開催されました、事前
に会長・会長エレクト・
幹事との懇談会が行わ
れ、出水ロータリークラ
ブの現況と今後の取り組
みについて意見交換を

行いました。会員増強は今、どこのクラブも直面している課題であり問題点について率直に話し合いご指導頂きま
した。今後私たちが取り組むべきヒントが多々あり、これからの努力目標として取り組みたいと思います。引き続
き行われたクラブフォーラムは事前にガバナーより2つのテーマについて効率よく進めたいとの方針を頂いており
ましたので出水クラブでは国際奉仕と青少年奉仕の2点に絞り各委員長より現況と今後の取り組みについてご報告
致しました、国際奉仕では今年8月に実施する台湾嘉儀東北ロータリークラブとの青少年交換事業（中学生7名ホー
ムステイ）出水ロータリークラブより会員 16名も同行して嘉儀東北ロータリークラブの皆様方と親交を深めて参り
ます、また青少年奉仕委員会におきましては今年で37回目となる出水市内中学生女子バレーボール大会と新世
代会議についてご報告致しました、これらの事業は出水ロータリークラブの長期戦略事業の一環として長きにわた
り実施しているものであり、今年度国際ロータリークラブ会長のテーマ「ロータリーは世界をつなぐ」と喜島健一
郎ガバナーの目標とされる「クラブの活性化に努めよう」にマッチするものと思います、また、これらの事業は広報・
公共イメージにも繋がるよう努力致します。今年一年、喜島健一郎ガバナーのご指導をしっかりと受け止め会員一
丸となって取り組んで参りたいと思います。喜島ガバナー・横山ガバナー補佐貴重なご意見ありがとうございました。

� 阿久根 RC
� 会長  山平 裕治

　7 月 23 日 AM11:00
より喜島ガバナー・横山
北部グループガバナー
補佐・ガバナー事務局
より中原副幹事を迎えて
のガバナー公式訪問例
会を開催しました。会長・
会長エレクト・幹事懇談
会においては、特に長

期計画委員会が組織化され問題定義を行い戦略計画を立て活動していること・インターアクト・ローターアクト・
プロバスクラブ・青少年活動等にも活発に活動している事などカバナーより大変お褒めの言葉を頂きました。クラ
ブフォーラムにおきましては、私がクラブの現状報告を行い・クラブ情報委員長より情報委員会の取り組みについ
ての発表・長期計画委員長がクラブの戦略計画の中での取り組みを発表しました。

ガバナー公式訪問報告
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ガバナー公式訪問報告

　喜島ガバナーが年間重点目標の課題として「クラブの活性化に努めよう」を上げられております5つの課題ついて
　（1）　童心と共に原点に帰り原点を大切にして変化を受け入れ目標に向おう。
　（2）　女性会員が 10%未満のクラブは、女性会員を10%以上に増強して下さい。
　（3）　クラブ会員が 50名以下のクラブは、10名単位で会員を増強して下さい。
　（4）　姉妹クラブが無いクラブは、国内か国外に姉妹クラブを作って下さい。
　（5）�　5年間グローバル補助金を使用していないクラブは、財団のグローバル補助金を使い国境を越えた恵ま

れない人々を支援する活動をして下さい。
でありますが、当阿久根クラブは 2・3・4の項目はすでに達成しているので、引き続き増強を怠らず活動してま
いります。又上記 1・5の項目を課題として特に力を入れてまいる所存でございます。
　例会の重要さとグロバール補助金の活動に対しましても長期計画委員会で本年度中に道筋を模索して行けたら
と思っています。又昨年は財団部門長の頑張りで、ポールハリスフェロウ9名・マルチプルフェロウ16名、計 25
名に授与しました。米山においても7回目の米山功労クラブとして感謝状を頂きました。引き続き各部門長に頑張っ
て頂く所存です。又継続事業として青少年育成の為の阿久根・長島少年ソフトボール大会・アンダー10サッカー
大会等クラブ一丸となって頑張ってまいります。喜島ガバナー・横山ガバナー補佐 1年間宜しくお願いいたします。

� 川内 RC
� 会長  橋口 知章

　令和元年 7 月 16 日
に喜島ガバナー、横山
ガバナー補佐、飯田副
幹事、3名の方をお迎え
しての公式訪問を無事
に終えることができまし
て、関係の会員には心
から感謝いたします。
　今年度の地区目標が

「クラブの活性化に努めよう」でありますが、ガバナーアドレスの中で、時代が変化しても守るものは守る、変える
ものは変えるという柔軟性を持つことが大事だとのお話をされました。そしてこのことは、ロータリーを十分に理解
していないと成しえないとのことでした。まだまだ理解の足りない私たちですが、会員もクラブも活性化するために
は、会員一同少しずつでもロータリーの理解を深めることからと認識した次第でした。
　お別れ時に、喜島ガバナーより「今日は大変楽しかった」と言っていただき、有難いと同時にほっとしたところ
でありました。
　今回の公式訪問を機に、ご指導をいただいたことを今後のロータリー活動に生かしていきたいと思います。あり
がとうございました。
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ガバナー公式訪問報告

� 薩摩川内 RC
� 会長  永留 博文

　新しい年度が始まり、
クラブ運営もまだ不慣れ
の中ではありましたが、
第 2730 地区ガバナー
喜島健一郎君、ガバナー
補佐　横山良一君、地
区大会委員の富永忠稔
君をお迎えして公式訪問
例会を盛大に又和気あ

いあいとした中で開催する事が出来ました。
　懇談会ではガバナーより貴重な体験談やご自身の私生活の事まで拝聴し、心が和み気持ちが一気に溶け込んだ
ものでした。ガバナーのお人柄がよく理解できました。
　例会ではガバナーより国際ロータリー規定審議会の情報やその他の情報、地区の活動について説明を頂きました。
　フォーラムではクラブ研修委員会の取り組みについて、と戦略計画委員会ついて発表し、当クラブに於きましては、
すでに戦略計画委員会を実施しており、その内容等に付きましてもガバナーよりお褒めの言葉を頂いた所です。
　クラブ研修委員会では新入会員を対象とした、オリオンテーションを開催し、既存会員も参加して合同で学んだ
ところです。
　喜島ガバナー公式訪問を機にクラブ創立 40周年に向け、会員一同一致協力し盛り上げていこうと思いました。
　今年度　クラブがさらに発展し、活性化するために邁進してまいります。
　喜島ガバナー有難うございました。

� 串木野 RC
� 会長  長﨑 勝文

　7月 23 日夜の部で、
喜島健一郎ガバナー公
式訪問例会が開催され
ました。ゲストに台湾か
ら帰国したばかりの交換
留学生の松元美羽さん、
ビジターに喜島健一郎
ガバナー他、横山良一
ガバナー補佐、宮本学

地区副幹事、宮崎西クラブの井上弘之君を迎え、心より歓迎を申し上げました。ガバナーアドレスでは、家族を大
切にすること、クラブの活性化、組織を柔軟に、戦略計画委員会を作りなさいと言われました。増強についてもア
ドバイスを頂きました。
　クラブフォーラムでは、管理運営委員会増強担当の小原功三君が会員増強について、青少年奉仕委員会委員長の
桑木野洋一君が、友愛学園との交流会と交換留学生受け入れについて、最後に、交換留学を終えて台湾で学んだこと、
日本との生活様式の違いや将来の夢などについて松本美羽さんに発表をしていただきました。途中で横山良一ガバ
ナー補佐からも、貴重な意見を幾度となく頂き、大変有意義な公式訪問例会になりました。有り難う御座いました。



5ガバナー月信　1月号

ガバナー公式訪問報告

� 宮之城 RC
� 会長  坂口 茂樹

　喜島健一郎ガバナー
公式訪問での最初のご
挨拶で気づいた事が有
りました。
　それは、当クラブ会員
の中で四つのテストを会
社・自宅に掲げている
会員が少ないことです。
　これは、会員数減少

の今、ガバナーのように四つのテストを目にすることで、感銘衝撃を受けて勧誘されることよりも先に興味を持ち数
年後ロータリアンになられた事です。この、事実は会員増強のキーの1つになるのではないかと思いました。
　そこで、まず簡単に出来ること、四つのテストを目に付く場所に掲げることを推奨しようと思います。
　つぎに、当クラブの活動について講評され、少人数でも多人数にも勝る取り組みであると評され、ご苦労されて
いるようですが是非とも継続して下さいとの事で自信を持てました。
　しかしながら、活動継続に不可欠な事は人、金です。現実は金、人に悩まされています。
　両課題を解決するためには、やはり会員増強有るのみと感じました。

� 大口 RC
� 会長  池田 　洋
　7月 17 日（水）は、
喜島健一郎ガバナーを
お迎えしての公式訪問
が年度開始早々開催さ
れました。今年度は、
ガバナー補佐を当クラブ
の横山会員が務めること
もあって慎重に準備を進
めてまいりました。
　まず、会長幹事会長

エレクト懇談会が 6名出席の中で緊張の中にも和やかに行われました。今回ガバナーの健康を心配しておりまし
たがお元気そうで安心して多くのことを直接聞けたことは大変有意義な時間でした。
　また、18:30 からは例会が行われ多くのアドレスをいただきました。当クラブは、戦略計画委員会をまだ作ってな
く活気あるクラブ運営をするためにも是非計画してほしいと話がありましたので早速話し合っていこうと思いました。
　その後、19:40 からクラブフォーラムを開催しテーマを「クラブの長期取組について」と「クラブの研修委員会の
取り組みについて」の2つのテーマを宮迫会員と下小薗会員に発表していただきそれぞれ意見交換を行いました。
　今回は、喜島ガバナーの健康を少し心配しての公式訪問となりましたが最後までクラブに貴重なアドレスをいた
だき誠にありがとうございました。
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ガバナー公式訪問報告

� 伊集院 RC
� 会長  黒岩 宣親

　公式訪問で喜島　
健一郎ガバナーから、
1．RC の原点を大切に
し、変化を受け入れる。
2．姉妹クラブを作る。
3．女性会員と会員を増
やす。4．グローバル補
助金を申請する。5．戦
略計画委員会を作る。
というご意見頂きまし

た。また、メーキャップの判断をクラブで決めるようにとのことでした。また佐藤一洋ガバナー補佐からも、来年の
50周年行事もしっかりやるようにとの励ましのお言葉頂きました。そのうえで、会員の紹介と今後の活動の目標など、
報告しました。
　今後伊集院 RCとしては、まず 2020 年 4月11日の 50 周年の周年行事を会員全員と奥様方の協力も得なが
ら成功させることを第一目標としています。
　その他 1．この 1年 RCの原点を学ぶため、まず歴史を全員で勉強し、その後アーサー・F・シェルドンの理論
を学び、日本人としてRCを誕生させた福島喜三次、米山梅吉などを勉強しようと考えています。2．岐阜県の不
破 RCと以前より姉妹クラブで今後も継続すること。3．女性会員を含め会員増強目指すこと。4．グローバル補助
金申請を試みること。5．会員相互の友情を深めること。6．魅力ある例会にすること。などを目標として、この 1
年会員全員で取り組んでいきたいと考えています。

� 加世田 RC
� 会長  田村 直樹

　先日、7/22（月）喜
島健一郎ガバナー、飯
田珠紀副幹事、高橋雅
弘事務局長、佐藤一洋
ガバナー補佐 4 名様を
お迎えして、喜島ガバ
ナー公式訪問が加世田
ＲＣにて行われました。
　まず会長幹事会にて
当クラブの現状、今後

の取り組み等をご報告させて頂きました。
　喜島ガバナーより今年度の方針である5つの目標等のご説明も頂き会長幹事共に大変勉強させて頂きました。
今後のクラブ方針等の通年目標である会員拡大などの具体的な方向性についても御指導頂け、ガバナーにも当ク
ラブの熱量をお伝え出来たと思っており非常に有意義な会長幹事会になりました。
　その後の公式訪問例会では当加世田ＲＣ会員にもガバナーのご職業を通じた実体験等をふまえた説明で分かり
やすくロータリーについて教えて頂き非常に勉強になったと会員も感じておりました。またクラブフォーラムの中で
当クラブ会員の丸野委員長より、5つの地区目標の中から発表させて頂き、その内容についてもガバナーよりご指
導頂き今後の取り組み内容としても非常に有意義な時間となりました。
　遥か南薩までおいで頂き誠にありがとうございました。
　公式訪問につきましてはまだ始まったばかりで御座います。滞りなく全日程が進みますように喜島ガバナーにつ
きましてはご自愛くださいますように加世田ＲＣ会員一同願っております。
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� 頴娃 RC
� 会長  永谷 純治

　2730 地区の喜島ガ
バナーの公式訪問を終
えまして、ガバナーより
様々なアドレスを頂きま
して身の引き締まる思い
で拝聴いたすことであり
ました。また総評におい
て地区副幹事のお言葉
のなかに大変に耳の痛

いお言葉がありました。それはクラブに活気を感じられないとのお言葉です。私も例会におきましても感じていた
事でありました。
　クラブを活気づけて、また魅力あるクラブにするためにも会員の皆様と議論しそれを実行に移していく所存であります。
　喜島ガバナー　また同行の副幹事長様　大変お疲れ様でございました。有難う御座いました。

� 指宿 RC
� 会長  竹﨑 拓也

　令和元年 7 月 30 日
（火）に国際ロータリー
第 2730 地 区 2019 −
2020 年度のガバナー公
式訪問が喜島健一郎ガ
バナー、佐藤ガバナー
補佐、金丸地区幹事代
理、宮崎西 RC 二宮様
をお迎えて指宿いわさき

ホテルで行われました。
　例会前に行われました会長・会長エレクト・幹事懇談会ではクラブの概況を確認され、現在のロータリーにつ
いての変更事項等の説明、また地区の方針でもあります将来のクラブ運営のために若い世代・女性会員を増やし
ましょう、グローバル補助金・地区補助金に関しては「何のために補助金を活用するのか」など細かく丁寧にお話
をして頂き、自分にとってもこれからクラブを運営していくための道筋が見えたような気がしました。
　例会ではガバナーアドレスを頂き、RIテーマ「ロータリーは世界をつなぐ」、地区目標「クラブの活性化に努め
よう」と地区の考え方を交えながら変えてはいけないこと、時代の変化によって変えていくこと、それをクラブの戦
略計画の立案を踏まえ、一歩ずつ進んでいく事がクラブの活性化にとって重要であるというお話を頂きました。
　クラブフォーラムでは 2人の会員に発表してもらい、喜島ガバナーより色々なアドバイスを頂き、大変有意義な
フォーラムが開催できたと思います。
　最後に喜島ガバナーにおかれましては最後までご指導を頂き、貴重な時間を楽しく過ごさせて頂きましたことに
感謝申し上げます。
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� 霧島 RC
� 会長  中西 一男

　2019年9月5日（木）
にガバナーの公式訪問
を受けました。今回は
国分ロータリークラブと
合同での公式訪問とな
り、無事に終える事がで
きました。
　会長・会長エレクト・
幹事との懇談会は、国

分・霧島に分かれて喜島ガバナーを中心に、友利ガバナー補佐の進行でスムーズに進みました。
　ガバナーが地区目標に掲げている「クラブの活性化に努めよう」というスローガンをベースに、その為の活動計
画として具体的に5つを提案され、可能なものから1つずつ取組むようにとの事でした。確かに会員数の多いクラ
ブでは、さまざまなものに挑戦できますが、我々のクラブのように少人数のクラブでは、なかなか難しい面があります。
とは言え、せっかく掲げられた大事な活動計画なので、クラブとしてもしっかり努力はします。
　また、懇談会の席でメーキャップのあり方にも触れられましたが、とてもよい提案だと思いました。これから戦略
委員会を作って、達成可能なものから検討しますが、我がクラブにとって何よりも進めるべきは、ロータリークラブ
存続のために会員の数を増やすことだと考えています。
　懇談会の後、国分ロータリークラブと合同で例会・クラブフォーラムを行いました。フォーラムでは、クラブ研修
委員会の取組み状況や具体的な戦略計画についての発表があり、活発な意見が交わされ、とても有意義なガバナー
公式訪問を終えることができました。

� 国分中央 RC
� 会長  中村 和博

　今年度、喜島ガバナー
の体調を考慮し、姶良
ロータリークラブと合同
でのガバナー公式訪問と
なりました。当日は、11
時から会長幹事懇談会を
行い、合同例会は 12 時
30分から始まりました。
　例会に先立ち、喜島

ガバナーとの懇談会をさせて頂きました。懇談会では、友利ガバナー補佐の進行とアドバイスのお陰で、大変和や
かな雰囲気の中で行われ、時間ぎりぎりまで話がはずむほどでした。特に、クラブ計画書をもとにクラブの運営から
委員会活動に至るまで、詳細にわたり感想やご指導を賜りました。今後のクラブ運営に役立つ懇談会となりました。
　そして合同例会のメインであります、喜島ガバナーに地区目標である「クラブの活性化に努めよう」というテー
マで卓話をして頂きました。「クラブの活性化に努めよう」という、古くてしかし新しい、そして難しい目標ですが、
5つの観点からガバナーのお人柄そのままに真面目で丁寧な解説して頂き、大変勉強となりました。
　私個人の感想としては、RI 会長テーマを会員に理解してもらうよりも、今回の卓話を通して喜島ガバナーの人柄
を知ってもらうことに意義があったという思いがしました。私も改めてロータリーについて勉強となり、大変有意義
な時間となりました。ありがとうございました。
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� 加治木 RC
� 会長  岩澤 浩二

　公式訪問が迫る朝に、
二度目だから見落としが
無い様にと心掛けてガ
バナー懇談会に臨みま
した。ガバナーとは地区
役員として何回もお話し
をしていたこともあり緊
張せずに話を進めること
が出来ました。幹事と会

長エレクトとガバナー補佐の五人での遣り取りが和やかに展開出来たと思います。
　例会は時間前に始まり真剣なガバナーアドレスを頂き、再度クラブが自主独立の立場であることを強調されまし
た。会長の決断する証しになり、今後の方針展開の礎になります。
　クラブ協議会は熱心な会員に発表を貰いました。会長としてこの日に会員の強い後押しを感じたことは言うまで
もありません。ひとしきり動いた三時間があっと言う間に過ぎ、二度目の公式訪問でしたが、その後は安堵感で一
杯になり、ガバナーやガバナー補佐、クラブ会員には本当に感謝で一杯の日でした。

� 姶良 RC
� 会長  愛下 　一

　喜島健一郎ガバナー
公式訪問例会は令和元
年九月四日（水）京セ
ラホテルでクラブ設立以
来初めての国分中央クラ
ブとの合同の公式訪問
を迎えました。当日少し
は早めに行ったつもりで
したが、喜島ガバナーと

地区幹事の久保山氏と橋村氏が会場のロビーに立っておられ、びっくりして急いで会長・幹事懇談会会場に案内し、
しばらくして友利ガバナー補佐や国分中央の会長幹事が到着され事なきを得て、友利ガバナー補佐の進行で懇談
会が始まりました。その中で喜島ガバナーよりクラブで戦略委員会を作り今年地区の目標に揚げた「クラブの活性
化に努めよう」その為の活動計画 5項目の達成に積極的に取り組んで頂きたいと強く要請がありました。懇談会の
中でメークアップについても本部は一年間の猶予を持たせたが、実行するかは各クラブで決めてくださいとのご指
導が有りました。
　例会昼食はバイキング料理でカバナーも地区幹事も姶良クラブメンバーも最初は何が何処にあるかが把握でき
ずにバタバタしましたが無事にお腹いっぱい食べました。
　クラブフォーラムは、会員増強と女性会員の増強について、両クラブより2名の代表による発表があり、今後増
強目標の達成に会員そろって頑張って行く決意致しました。
　最後にロータリークラブは奉仕団体では無く、奉仕の心を持った人の集まりである。と喜島健一郎ガバナーより
素晴らしいお言葉を頂きました、有難う御座いました。
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� 志布志 RC
� 会長  吉村 望和

　志布志ロータリークラ
ブは、9月11日に喜島
ガバナーにお越しいただ
きまして公式訪問例会を
行いました。
　今年は、同市で共に
活動し、当クラブの子ク
ラブでもある志布志みな
とロータリークラブと合

同で開催をしました。
　当クラブが 20周年の時に、記念事業として「志布志みなとロータリークラブ」を作り、元々1つのクラブで活
動をしていた私たちが 2つのクラブに生まれ変わって20年の歳月が経ちましたが、ここ数年は両クラブ間の交流
というものもあまりなく、現在ではメンバー間でお互いに顔も名前も知らない人が出てきています。
　今回の公式訪問例会を合同で行ったことで、両クラブの親睦が深まり、同じロータリーの旗の下に活動する私た
ちが、今後どのようにして連携し、地域と繋がり活性化させていけるのかというのを考えていく良い機会になりました。
　また、新入会員 2名の入会式も行うことができ、喜島ガバナーよりロータリーバッジをつけていただきました。
　大変有意義なガバナー公式訪問になりました。

�志布志みなと RC
� 会長  濵﨑 喜與志
　9月11日（水）ガバ
ナー公式訪問が行われ
ました。
　今回は当クラブのスポ
ンサークラブである志布
志ロータリークラブとの
合同での公式訪問とな
り、いつも以上に活気あ
ふれたものとなりました。
　例会では、志布志クラ

ブ 2名、当クラブ 2名の計 4名の新会員の入会式がありガバナー直々にバッジをつけていただき、例会が一段と
華やいだものとなりました。
　フォーラムでは両クラブから男女 1名ずつ計 4名から、地区の目標でもある「クラブを活性化するためには」の
テーマで発表がありました。
　それぞれの立場からの意見を聞くことができ、またどれも考えさせられることばかりで、その後の会員同士の意
見交換会でも建設的な意見が多数ありました。
　「地域の活性化なくしてロータリークラブの活性化はない。」という意見が印象深く、2クラブ合同で行うという機
会をいただき、志布志という地域を活性化させるという共通認識を持つことができ、有意義な公式訪問となりました。
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� 串良 RC
� 会長  鮫島 太郎

　9 月 9日、喜島健一
郎ガバナー、前田均ガ
バナー補佐、金丸憲史
地区幹事代理をお迎えし
てガバナー公式訪問が
開催されました。懇談会、
例会、クラブフォーラム
と終始和やかな雰囲気
で進行してよかったと思

うところです。特に懇談会は私にとって非常に学びのある有意義な時間でございました。喜島ガバナーからは戦略
委員会について質問がありました。当クラブでは、昨年度のクラブ創立 50年式典がありましたが、改めてクラブ全
員で長期的なビジョンで目標を持ち戦略を立てる重要性を感じました。また当クラブの課題である出席率の向上に
ついても喜島ガバナーに質問することができました。2730 地区の様々なクラブの例会や、またその工夫を聞くこと
ができて非常にありがたいことでした。先の規定審議会でのメークアップ（前後 14日からその年度内）の件につい
てもアドバイスを頂くことができました。これらの意見を今後の当クラブの運営に活かせていければと思います。
　最後に喜島ガバナー、前田ガバナー補佐、金丸地区幹事代理に感謝申し上げてガバナー公式訪問の感想とさせ
ていただきます。

� 鹿屋 RC
� 会長  遠矢　治

　喜島ガバナー公式訪
問におかれましては、国
際ロータリーマークダニ
エル・マローニー会長
のRIテーマ「ロータリー
は世界をつなぐ」につ
いて解りやすく説明をい
ただき、ロータリーを
学んだ職業人が世界的

ネットワークを通じて世界平和・親睦・平和推進に努めていくことの大切さを再確認致しました。喜島年度地区テー
マ「クラブの活性化に努めよう」のもと、計画を実践していくためには、戦略委員会を作って計画的にクラブの方
針を検討し協議してもらうことが未来につながるという説明を頂き会員一同理解を深めることができました。
　私共鹿屋ロータリークラブは、海外への事業といたしましてエクアドルに剣道防具を寄贈するプロジェクトやイン
ドネシアへトイレを設置するプロジェクトをグローバル補助金にて行うという計画の報告をさせていただきました。
　本年度はクラブ活性化のために楽しい例会を心がけて親睦活動や研修を通して会員の友情、相互理解を深め、
また家族も含め皆でロータリーを楽しめるよう努力して参ります。
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� 鹿屋西 RC
� 会長  内田 秀行

　9月 2日、喜島ガバ
ナー、前田ガバナー補
佐、ガバナー事務所　
高橋事務局長、長崎月
信委員会委員長をお迎
えしてガバナー公式訪問
を開催いたしました。
　会長、会長エレクト、
幹事との懇談会も無事
済み、クラブ例会、クラ

ブフォーラムと進みました。例会では、ガバナーより米山奨学生の叢緯君へ米山奨学金の贈呈をして頂きました。
また、喜島ガバナーより国際ロータリーの目標を踏まえて、地区目標「クラブの活性化に努めよう」について貴重
なアドレスを頂きました。クラブフォーラムにおいては、当クラブの古江会員より、〝ロータリーの目的、クラブ戦略〟
について、山﨑会員より、地区目標でもあるグローバル補助金活用による〝カンボジアの小学校へ灌漑施設の建
設及びトイレ設置〟について発表して頂きました。誠に感謝しています。
　最後に前田ガバナー補佐より講評していただき無事に終わることが出来ました。
　喜島ガバナー、同行された皆様、遠いところ来ていただきありがとうございました。

� かのや東 RC
� 会長  森 　健一

　喜島ガバナーは、お
忙しい中 2730 地区の
宮崎・鹿児島県内全ク
ラブを訪問された訳です
が移動に際しても相当な
距離を走った事と察しま
す。公式訪問におかれ
ましても夜間・昼間又合
同例会と、本当にお疲
れ様でございます。

　公式訪問本当に有難うございました。
　当日は、まず喜島ガバナー・前田ガバナー補佐・私共会長・副会長・幹事 5名で懇談会があった訳ですが、
懇談会の時間前はどのような質問があるのだろうかと面接を受けている心情でした。
　懇談会では、心配するような事も無く、和やかな話題で話が弾み私にとっては、限られた時間でしたが、楽しい
一時でした。
　公式訪問は、今までは会議方式の机の配置をしていましたが、今回初めて自クラブを見ていただく為に、通常
例会と同じような形式で行いました。
　1・点鐘	 　　　7・ガバナーアドレス
　2・ロータリーソング（それでこそロータリー）	　　　8・バナー贈呈
　3・ゲスト・ビジター紹介	 　　　9・委員会報告
　4・会食	 　　  10・出席報告
　5・会長の時間	 　　  11・スマイル報告
　6・会務報告	 　　  12・点鐘
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　引き続きクラブフォーラム
　議題は、会員増強でした。
　会員数名から会員増強についてそれぞれの意見がでましたた。喜島ガバナー前田ガバナー補佐からアドバイス
をいただきましたが、模索状態が現状です。
　会長として約 3ケ月経過しましたが、これからまだ色々な事業あります。各委員長や会員の皆さんの協力をいた
だきながら、がんばります。

� きもつき RC
� 会長  坂元 祐次

　9月11日、喜島健一
郎ガバナー、前田均ガ
バナー補佐をお迎えして
の公式訪問例会が開催
されました。
　会長・幹事・エレクト
懇親会では当クラブの活
動計画に対してご指導
頂き今後のクラブ活動運

営の参考に成りました。
　例会でのガバナーアドレスは 2730 地区の目標「クラブの活性化に努めよう」その為の地区の方針 5項目につ
いて説明されました。
　クラブフォーラムでは「童心と共に原点を大切にして変化を受け入れ目標に向かおう」「姉妹クラブがないクラブ
は国内もしくは国外に姉妹クラブを一つ作ろう」の 2項目を担当委員より説明があり、ガバナーより素晴らしい講
評をいただき、非常に意あるフォーラムとなりました。
　喜島健一郎ガバナーの公式訪問を機に今後のロータリー運営に生かしていこうと思います。本当にありがとうご
ざいました。

� 南九州大崎 RC
� 会長  川﨑 　修

　9月19日木曜日　RI
第2730地 区2019−
2020年度ガバナー喜島
健一郎様、東部グルー
プガバナー補佐前田均
様、宮崎西ロータリーク
ラブ井上弘之様、兒玉
剛様をお迎えして前田ガ
バナー補佐の進行で懇

談会が行われました。現状のクラブ報告を始め国際ロータリーのテーマ　「ロータリーは世界をつなぐ」　を達成す
るためにロータリーを活性化してください、クラブを活性化してください、クラブの決まりを改革してくださいと話を
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いただきました。前田ガバナー補佐の雑談を交えた話でなごやかな雰囲気のもとで進みました。
　例会ではフォーラムのテーマを福田君が補助金について、嶽野君がクラブの活性化について話をしてくれて、補
助金申請の仕方で認められたり認められなかったりしますと言う話でした。クラブの活性化は地域、社会、クラブ
の行事を大事にして頑張っていただきたいとの話を頂きました。
　ガバナーにおかれましては鹿児島県最後の単独での公式訪問にもかかわらず喜びと感動をいただきありがとうご
ざいました。

� 鹿児島 RC
� 会長  山ノ内 文治

　8月23日、山形屋の
例会場にて喜島健一郎
ガバナー、有薗ガバナー
補佐、後藤様をお迎えし、
2019 〜 20 年度のガバ
ナー公式訪問例会を開
催致しました。終始和や
かな雰囲気でのガバナー
公式訪問となりました。

　例会に先立ち、会長、幹事、会長エレクトとの懇談会を行い、クラブの活動状況等を説明いたしました。その
中で喜島ガバナーより、戦略委員会の有無について質問があり、当クラブには、クラブ長期計画委員会がある旨
の報告を致しました。
　その後の公式訪問例会では、喜島ガバナーよりガバナーアドレスをいただき、鹿児島県出身であるご両親の当
時の状況や、サンディエゴ研修時に160 名以上の参加があったことへの驚きのエピソードなどをお話し頂きました。
また、世界のネットワークを通じて奉仕し、知り合いを広めるとともに、家族を大切にすること、定款細則等の組
織改革についてのアドレスも頂きました。
　バナー贈呈においては、当クラブのバナーとバナーバッヂをガバナーにお渡し致しました。
　今年度のクラブ計画は地区目標の「クラブの活性化に努めよう」の基、
　・女性会員が 10%未満のクラブを10%以上に増強する。
　・クラブ会員が 50名以下のクラブは、10名単位で会員増強する。
　・�5 年間グローバル補助金を使用していないクラブは、財団のグローバル補助金を使い国境を越えた恵まれな
い人々を支援する活動をしよう。

の3項目を採用し、会員増強をもって、全会員と共に考え活性化を図ってまいります。
　また、現在グローバル補助金を使いミャンマーへ水資源開発を提供すべく段取りをしており、前回の実績を基に
更により良いものになると信じております。
　例会・クラブフォーラムではロータリーの目的・意義について説明いただくとともに会員からの質疑応答にも的
確にご回答いただき、大変有意義にガバナー公式訪問を終えた次第です。ありがとうございました。
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� 鹿児島南 RC
� 会長  中村 佐知子

　2019 年 8 月 7 日、
喜島健一郎ガバナーと
右田省二ガバナー補佐
に公式訪問頂きました。
例会に先立ち、会長・
幹事・会長エレクトに今
年度の RI 方針、地区の
方針についてお教え頂
き、長期的ビジョンを見

据えた戦略計画委員会を作り、クラブ運営を考えてほしいとのご意向を頂き、メイキャップに対する考え方も頂き、
共通認識を持つことができました。
　その後例会にて、ガバナーアドレスを頂き、クラブフォーラムに移行し、地区計画の5つより、3つをピックアッ
プし、協議を行いました。
　1．童心とともに原点を大切にして変化を受け入れ目標に向かおう。
　　�　四つのテストや超我の奉仕のように変えてはいけないものがある一方、時代の変化に伴い、2016 年の規
定会議では特に大きな変化があった。当クラブは祭日の週の例会の休会や準会員制度などが変化した。今後
は、ベテラン会員が入会浅い会員などに、変化してはいけないことと、受け入れるべき変化について伝えて
いくことが大切である。

　3．クラブ会員が 50名以下のクラブは10名単位で会員を増強しよう。
　　�　ロータリーの理念を共感、共有して、mission・passion・actionで議論を大切にして、他人事ではなく、
会員増強を図る。ロータリー賞を目指しましょう!

　5�．年間グローバル補助金を使用していないクラブは財団のグローバル補助金を使い、国境を越えた恵まれな
い人々を支援する活動をしよう

　　�　数年かかるかもしれないが、ウクライナでのネグレクト対策について今後検討していきたいと考えている、
など有意義な協議が行え、多くのことを学べる時間でした。

� 鹿児島西 RC
� 会長  山之氏 秀行

　令和元年 8 月 28 日
に喜島健一郎ガバナー
は日高均筆頭副幹事と
右田省二ガバナー補佐
と共に第 24 番目とな
る鹿児島西 RCを訪問、
例会場では 41 名の会
員から拍手で迎えられ
た。恒例のガバナーアド

レス冒頭で、生誕地の鹿児島から福岡への転居、学生時代を過ごされた千葉、勤務地の佐賀、宮崎での会社経
営に至る話をされた。その背景に童心に関わるガバナーの原点を垣間見ることができた。RIテーマ「ロータリー
は世界をつなぐ」など、ガバナーエレクト会議で肌で感じたことに触れられた。約 1600 名の大規模な催しに家族
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を原点とし、若者を育てる重要性を話された。2730 地区テーマ「クラブの活性化に努める」とは、各クラブ戦略
計画を立て、目標を着実に行なうことに理解を求められた。その後に行われたフォーラムでは①挫折を繰り返しな
がらもグローバル補助金活用への挑戦②広報することは公共イメージへの展開③不安定な近隣国との国際関係の
なかでのRCの使命、など当クラブ活動方針を語りあう有意義かつ闊達な意見が交わされたガバナー訪問であった。

� 鹿児島東南 RC
� 会長  野井倉 洋豪

　当クラブの公式訪問
は、8月27日（火）午
前 11 時 15 分より、サ
ンロイヤルホテル　3F
マーガレットにて喜島ガ
バナー・有薗ガバナー
補佐・地区同行者 2名
と当クラブ野井倉会長の
もと懇談会が持たれまし

た。ガバナーより、国際ロータリー会長の本年度方針並びに地区の活動方針について説明がありました。次に当ク
ラブの運営、奉仕活動について具体的に説明しました。奉仕活動として、志学館学生模擬面接会、日本赤十字社
の大学生献血活動の支援、吹上浜清掃、青少年奉仕ではポーランドへの会員子息長期派遣並びにポーランドより
の学生受入、米山奨学生ベトナムより鹿大農学部学生を2年間受入、ローターアクトクラブの支援・育成・地区
役員等、さらに、桜島・錦江湾ジオパーク推進協議会と共催の「新島へ行こう! 謎解きクルーズ親子小学生 5年
以上 30名の行事を予定、姉妹クラブ米国ブランデンワインネーマンスロータリークラブ、台湾グランドパークロー
タリークラブとの会員間の相互交流、財団への協力（一般寄付、恒久基金）すること等。ガバナーより素晴らしい
事業の実績についてお褒めの言葉をいただきました。クラブの運営について当クラブは　CLPによる諸活動を計
画・実践しているところであるが、これらの活動計画をよりよく活動させるために上部組織として当クラブの戦略計
画を作る必要ありと指摘されました。次に公式訪問例会がひらかれ世界本部よりの本年度のクラブ運営の変更事
項、例会欠席時のメーキャプ年内にすることが可能等説明あるも、当地区はもうしばらく時期をみて考えるとのこと。
例会後クラブフォーラムにて会員増強について当クラブ会員増強委員会にて検討された事項を上原委員長より詳細
に説明。さらに補助金事業についてガバナー説明あり。
　無事終了することができました。今後は皆様がたよりの示唆をクラブ内にどのように反映させるかを考えていきたい。
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� 鹿児島中央 RC
� 会長  坂元 直人

　令和元年 8月 5日に
第 2730 地区の喜島健
一郎ガバナーに当クラブ
を公式にご訪問して頂き
ました。例会開始前の
11時 15分より、当クラ
ブの会長である私、川
路幹事、加島副会長を
交え、喜島健一郎ガバ

ナー、有薗ガバナー補佐と今後のクラブ運営につきまして実りある協議をさせて頂きました。
　当日の例会は出席率が 92.31%という高出席率で、ほぼクラブの全員に近い会員が例会に参加し、喜島ガバナー
を歓迎させて頂きました。本年度、喜島ガバナーは第 2730 地区の目標を「クラブの活性化に努めよう」にされ
ておられ、五つの活動計画を定めておられます。本年度、当クラブは「女性会員が 10%未満のクラブは、女性
会員を10%以上に増強して下さい。」という活動計画に取り組むことを決めました。現在、当クラブには4名の女
性会員がおられますが、本年度中に2名の女性会員を増強することが一番の目標となることを喜島ガバナーにご
報告させて頂きました。

� 鹿児島西南 RC
� 会長  月野 暎史

　8月21日「ガバナー
公式訪問」として鹿児島
西南 RC に、喜島健一
郎ガバナー、有薗純一
ガバナー補佐、松本純
明地区随行者が、来訪
されました。
　ガバナーアドレスで
は、2730 地区の目標

の説明がありました。目標は、「クラブの活性化に努めよう」と言うことで活動計画のお話しがございました。当ク
ラブは、会員が少ないため、クラブフォーラムでは会員増強の話しになりました。戦略計画を立て全員で目標を達
成出来るように努力する事と致しました。又、欠席のメークアップに関する規定についてのお話しがございました。
当クラブは、今後どうするか話し合い、変える時は、クラブ定款細則を再検討して決めることになりました。
　最後に有薗ガバナー補佐の総評により終了致しました。
　喜島ガバナー暑い中多くのご指導を頂き有難うございました。
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� 鹿児島東 RC
� 会長  木浦 　学

　令和元年 8 月 8 日、
サンデイズインホテルに
2730 地区ガバナー喜島
健一郎氏を迎えて鹿児
島東ロータリークラブと
してガバナー公式訪問
例会を開催しました。
　例会に先んじて当クラ
ブの会長・幹事・会長

エレクトと地区ガバナーとガバナー補佐等を交えて懇談会を開催し、今年度地区目標を中心に当クラブの抱えてい
る課題について話し合いました。当クラブとしては、会員数が 21名ということでその点については指摘を受けると
ともに会員拡大について適切なアドバイスを地区ガバナーよりいただきました。
　その後の公式訪問例会では喜島氏のガバナーアドレスを受け、地区の目標などを会員間で共有できたと思います。
　例会後に地区ガバナーを交えて、地区目標である①童心と共に原点にかえり原点を大切にして変化を受け入れ
目標に向かおう。と③クラブ会員が 50名以下のクラブは、10名単位で会員を増強しよう。を中心にクラブフォー
ラムを開催しました。チャーターメンバーからはかつての思い出を踏まえて現状を語っていただき、またその他の
会員には会員増強の現状についての報告等を話していただきました。
　喜島ガバナーには地区の話だけでなく、喜島氏がロータリーに入った頃の話をクラブフォーラムで話していただ
き、充実したガバナー公式訪問になりました。

� 鹿児島北 RC
� 会長  喜山 修三

　令和元年 8月 22日、
ガバナー公式訪問が開
催されましたが、喜島ガ
バナーが会長・会長エレ
クト・幹事懇談会、例会
等で話された中で、次の
ことが印象に残りました。
　クラブの目標を達成す
るための戦略委員会が

必要です。ロータリー本部の方でメーキャップに関する変更がなされましたが、個人的には、地区大会と地区研修
会に関しては1年以内のメーキャップを認めても良いが、それ以外は現行の規定が望ましいのではないか。
　クラブフォーラムには当クラブからも各委員長を中心に19名の方が参加し、代表者の方数名が、当クラブの現
状をつぶさに報告しそれに対する意見を頂戴しました。とくに当クラブでは、昨年『30周年記念事業』として、カ
ンボジアに井戸掘削機 2本とくみ上げポンプを2基寄贈したので、そのときの様子を弓場会員がプロジェクターを
使用して説明しましたところ、喜島ガバナーも有薗ガバナー補佐も興味深く聞いてくださいました。全体として、と
ても有意義で和やかな公式訪問だったと思います。
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� 鹿児島サザン
� ウインド RC
� 会長  濵田 一郎

　8月29日木曜日、喜
島健一郎ガバナー、岩
切承二地区幹事、右田
省二ガバナー補佐をお
迎えして公式訪問例会
を開催いたしました。
　ガバナーのスケジュー
ルと会議議題を考慮し、

今年誕生したばかりの鹿児島令和ロータリークラブと合同での公式訪問例会となりました。
　午前中の懇談会では、サザンウインドロータリークラブからは、宮崎東ロータリークラブ様と共同開催してきた車
いすバスケットボール南九州大会の事業が本年で終了したこと、CLP 委員会を中心に長期、中期の目標設定の見
直し、修正を行っていること、直前会長、現会長、会長エレクトおよび各世代の幹事から成る3世代委員会を作り、
クラブの運営、事業に連続性を持たせる試みを行っていることを紹介しました。ガバナーからは、クラブ主催の事
業がクラブを活性化する、新たな事業の立ち上げを期待するとの励ましのお言葉をいただきました。
　また、発足から10年以上が経つ RCCの状況を説明し、滞りがちになっている活動についてアドバイス、ご提
案をいただくことができました。
　例会では、本年度 2730 地区目標であるクラブ活性化とRIテーマとのつながりについてお話をいただきました。
記念撮影を行ったあと、喜島ガバナー、岩切地区幹事、右田ガバナー補佐にご臨席いただき開催したクラブフォー
ラムでは、出席メイクアップについてサザンウインドロータリークラブ、令和ロータリークラブのメンバーで意見交
換を行いました。
　どのような活動が出席メイクアップにふさわしいかという議題ですが、クラブ活性化には、良くも悪くも影響する
という観点から取り上げました。運営方法の違う2つのクラブからは、単独クラブでの話し合いより視点の幅が広
がり、多様な意見が出され定刻ぎりぎりまで盛り上がったものとなりました。
　長時間にわたりおつきあいいただきました、喜島健一郎ガバナー、岩切承二地区幹事、右田省二ガバナー補佐
にクラブを代表してあらためて感謝申し上げます。

� 鹿児島令和 RC
� 会長  川原 嘉裕

　2019年8月29日（木）
パレスイン鹿児島にて喜
島健一郎ガバナー、岩
切承自地区幹事、右田
省二ガバナー補佐をお
迎えしてガバナー公式訪
問例会が行われました。
　鹿児島令和ロータリー
クラブ設立後間もない

公式訪問例会ということもあり、スポンサークラブであります鹿児島サザンウインドロータリークラブとの合同開催と
なりました。



20 2019-2020 Governor's Monthly Letter

ガバナー公式訪問報告

　例会では喜島ガバナーよりアドレスを戴き、RI 会長からのメッセージと共に地区目標であるクラブの活性化に努
めようと熱い想いが語られました。例会後のクラブ協議会では闊達な意見交換がなされ、特にクラブの長期戦略
計画の必要性から戦略委員会の設置を要望されました。
　結びに川原篤雄パストガバナーより本年度の地区大会にて予算決算の可決をもって年度が締められると報告され
て閉会となりました。
　今回の貴重な経験をクラブ運営にしっかりと活かしていきたいと思います。

� 奄美 RC
� 会長  久保井 博彦

　2019−2020年 度
RI2730地区喜島健一郎
ガバナー様、奄美グルー
プ朝沼榎ガバナー補佐
様、筆頭幹事岩切承自
様、地区幹事代理金丸
憲史様には地区内の68
クラブで初めのガバナー
公式訪問地として奄美

へ御来島頂きました。
　7月10日早朝に宮崎を出発され、鹿児島空港から奄美空港へ到着、沖縄へとつながる国道 58号線を2時間
かけて南の玄関、風光明媚なお父上の御出身地である瀬戸内へ到着。瀬戸内ロータリークラブを訪問されました。
ごゆっくりされたい所、休む間もなく奄美市へ戻り、引き続き奄美ロータリークラブを訪問。同様に会長、幹事、
会長エレクト会議、例会にてガバナーアドレス、会員とのフォーラムとこなされました。フォーラムでは会員の忌憚
のない発言や、当クラブの問題提起に対して中核的価値観（奉仕、親睦、多様性、高潔性）でもって答弁されま
した。出席率アップは30分前に来て会員と雑談を楽しむ事、例会を盛り上げる工夫をされたらどうでしょうとの事
でした。また、女性会員はどのようにクラブに向き合い、貢献するかの意見に対しては、倫理性を持って品質を高
める。RLI 地域若手リーダー育成研修、前向きでCLPの取り組みも好評との事、友好、姉妹クラブの件、使って
いないグローバル補助金の件等の検討に対して期待をしますとのお話をされました。
　童心に戻ってとの質問にはガバナーが入院先で見られた四つのテストの文言に改めて感動したとのお話に皆さん
納得した様子でした。
　夕方の喜島ガバナー御一行様熱烈歓迎懇親会では「奄美のパワーに元気をもらった」とおっしゃられた事は良
かったなと思うところでした。翌日も奄美中央ロータリークラブ訪問、奄美市長表敬訪問と同時に新聞社記者取材
を受け、ロータリー公園、さくら公園を視察後に帰路に着かれました。出航されました喜島ガバナー丸を奄美の島
唄のヨイスラ節にあります様に航海安全を見守り、頑張る奄美 3グループでありたいと思います。



21ガバナー月信　1月号

ガバナー公式訪問報告

� 奄美中央 RC
� 会長  萩原 悦子

　2019 年 7月 11日喜
島健一郎ガバナー、岩
切承自地区幹事、金丸
憲史地区幹事代理をお
迎えいたしまして、会長、
エレクト会議、公式訪問
例会、クラブフォーラム
と流れるようにスムーズ
に開催されましたことを

心から感謝いたします。
　前日10日奄美入りされ、奄美グループの3クラブのうち、空港到着から130kmの移動距離のなか 2つのクラ
ブの公式訪問と、3クラブ合同歓迎懇親会も行われ、翌朝、我がクラブの公式訪問の前には奄美市長表敬訪問、
記者会見がございました。
　記念例会のなかでは松元忠敏君の入会式でバッジを付けていただき、また重信千代乃会員のロータリー財団ベ
ネファクター認証式、恵原会員の地区報告・公共イメージ部門副部門長ロータリー雑誌委員会委員長委嘱状伝達
式、ガバナーアドレスと続きました。
　喜島ガバナーの地区目標である「クラブの活性化に努めよう」に向いまして私たちは女性会員を20%に増強す
ることに決まりました。
　喜島ガバナーのお父様が奄美大島のご出身だというお話をお伺いしましてこの思い入れのある遠い離島の奄美
地区に1番乗りで公式訪問してくださいましたことに感謝申し上げまして、ご報告とさせていただきます。

� 奄美瀬戸内 RC
� 会長  向野 　忍

　7月 10 日（水）、喜
島健一郎ガバナー、岩
切承自地区幹事、金丸
憲史地区幹事代理、朝
沼榎ガバナー補佐、久
保井博彦奄美 RC 会長、
田 畑 寛 行 奄 美 RC 幹
事、萩原悦子奄美中央
RC 会長をお迎えし、第

2730 地区での最初の公式訪問が開催されました。喜島ガバナーの父、祖父母が瀬戸内町出身とのこともあり「お
帰りなさい」の気持ちでお迎えしました。
　会長、会長エレクト、幹事懇談会では、当クラブの現況と活動方針等について報告し、助言を頂きました。
　ガバナーアドレスでは、RIテーマ「ロータリーは世界をつなぐ」、地区目標「クラブの活性化に努めよう」と5
つの地区目標、その目標達成に向けての「戦略計画委員会」の創設についてお話し頂きました。
　クラブフォーラムでは、当クラブの最重要課題である会員数の減少について会員より、魅力がない、厳しさが足
りない等の指摘や例会の充実についての提案、また、女性会員の増強について、奄美 RC、奄美中央 RCの実績
に基づいた助言を頂き大変有意義な公式訪問となりました。ありがとうございました。
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ロータリー財団地域セミナーに出席して

ロータリー財団地域セミナーに出席して
地区ロータリー財団部門長　有村 茂樹

　DDF 残がやはり問題視されています。我が地区は昨年度残高の半分ほどを有効に使わせていた

だきました。特にポリプラスへ DDF10 万米ドル、DDF の 20％以上を寄贈させていただき、おか

げさまで地区表彰を受賞いたしました。表彰はロータリー財団管理委員会　委員長　ゲイリーC．K．

ホァン氏から直接壇上でいただき感激でした。

　財団委員長は特に重要な役で全地区の半数近くが、パストガバナーがされているということで

した。

　引き続き DDF の使い切りにご理解をということです。活用法方法として

　１、End Polio Now を支援

　２、ロータリー平和センターを支援

　３、日本ロータリー平和センター基金（恒久基金）

　４、地区冠名基金の設立又は増額（恒久基金）

　５、6 つの重点分野を支援（恒久基金）

　６、地区補助金

　７、グローバル補助金

　８、災害支援基金

等があげられました。特に地区冠名基金の 0 地区は 34 地区中 3 地区で我が地区もその中の 1 つ

です。

　ちなみに、我が地区の 2019 年 10 月 31 日現在の DDF の残高は 275,572.84 米ドルです

　Polio に関しては再度今年度から「撲滅」から「根絶」に用語が代わった。いままでの印刷物は

そのままでよいが新しく作る場合は「根絶」でということでした。

　野生型ポリウイルスが根絶され 2 型ウイルスはすでに 2015 年に根絶されているので残るは 1

型ウイルスのみということ。最後の一押しのために 2 倍の努力で臨んでほしいと。
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地区補助金報告書

延岡中央　こども食堂

　この度、「こども食堂のべおか今山」（延岡市山下町）へ

地区補助金を利用して防犯用シヤッター、食材の提供を地

区補助金とクラブ拠出金、総額 50 万円を寄贈致しました。

　この「こども食堂のべおか今山」の活動内容としては、

第 1 から第 3 金曜日の夕方、第 4 土曜日の昼、18 歳未満は

無料、19 歳以上は寄付金込みの 300 円で定食などを提供し

ています。

　子供食堂の目的は、現在子供 1 人で食事をしたり、家庭

の事情で食べれない子供たちが増えています。

　その子供たちへ食事を提供することであります。しかし

最近では近くの住民の皆様も交流の場にもなっております。

人と人とのつながりが不足しがちな現在この場所は、地域

のコミュニティの充実を図るよりどころとなっております。

そのような団体へ今回ロータリークラブより支援することとなり、私たちロータリアンもその団

体と関わっていくことにより今以上の気づきを与えて頂いております。

　また、ロータリークラブに対する公共イメージのアップにもつながっていくことだと思います。

　本年度のＲＩテーマは「ロータリーは世界をつなぐ」です。今回の地区補助金を活用すること

により地域社会とのつながりを実感することが出来ます。より多くの会員にもロータリーの良さ

や魅力を感じるてもらうことができるのではないでしょうか。積極的に活動に参加し会員 1 人 1

人がスキルアップを心掛け、ロータリーの活動を通じ地域との和を築き、その中より自分たちの

仲間を増やすことでより平和な世界を築くことができると信じております。

地区補助金報告書
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RA 地区年次大会

第 48 回ＲＡ地区年次大会
小林市

開催日時：令和元年 11月 16 〜 17 日　　　会場：小林市ジェイズカントリークラブ

１．議事
　・�　ＲＡ地区代表鳥越くんの所属する小林ＲＡＣがホスト、都城ＲＡＣとえびのＲＡＣがコホ

ストとして小林市内で開催。
　・�　16 日は開会式（開会宣言、来賓・参加者紹介、来賓祝辞）と各ＲＡＣの活動報告、交換留

学生スピーチ、写真撮影。同会場にてレセプション（他地区ＰＲ、動画、ゲーム他）
　・�　17 日はメインプログラム「強くてニューゲーム」、表彰式、閉会式（大会所感、お礼の挨拶他、

閉会宣言）
　・�　参加登録は提唱の小林ＲＣが29名全員登録。小林以外のロータリアン25名、交換留学生4名、

学友会 3 名、地区外のアクター 32 名、地区内アクター 38 名、ＯＢ 2 名、合計 133 名。
　・�　実行委員メンバー（ホスト、コホスト、地区役員）が限られた時間、予算の中で、10 回以

上の実行委員会を小林市内で行い、準備してきた

２．詳細（協議内容・決定事項）
　・�　実行委員会にも出席したが、最初の頃はスローテンポでかなり心配したものの、後半は毎

回熱のこもった会議が行われ、参加者全員が気持ちよく二日間を過ごせるようにと細かい所ま
で心配りをして準備するアクターたちに感動した。特に地区役員は本当に大変だったと思う。

　・�　レセプションはゲーム入りの抽選会で大変盛り上がった。メインプログラムはアクターと
ロータリアンの混成チームで問題を解いてポイントをゲットしながら魔王を倒すというゲーム
だったが、頭に汗をかきながらのいい交流になった。
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米山記念奨学金　2019-2020 年度 11 月の寄附金傾向

米山記念奨学金11月の寄付金傾向
11 月分合計額	 157,650,026 円
　　　累計額	 692,284,991 円	 （前年同期比 1,980 万円減）

参考　前年度 11 月分合計額：171,411,915 円　累計額：692,284,991 円

普通寄付金

11月当月　� 6,770,950円
11月末累計� 235,350,613円
� （前年度比　　0.20%減）
� （　  〃    　　50万円減）
� （予算達成率　56.0%）

　普通寄付金上期分は1,999クラブ（89%）か
ら納入されました。（昨年度は 2,000 クラブ）
20 地区が納入割合 90%を超えました。12 月
中に上期分のご送金が難しい場合には、翌年の
1月に入ってから、下期分と合算してご送金下
さいますようよろしくお願い申し上げます。

★普通寄付金納入状況・上期分�（納入数 /クラブ数）

地区 納入数 /
クラブ数

納入
割合 地区 納入数 /

クラブ数
納入
割合

2500 52/67 78% 2770 69/74 93%
2510 56/70 80% 2780 64/68 94%
2520 57/78 73% 2790 74/82 90%
2530 55/65 85% 2820 45/56 80%
2540 29/42 69% 2840 43/45 96%
2550 39/50 78% 2630 73/75 97%
2560 51/56 91% 2640 60/68 88%
2800 46/49 94% 2650 90/96 94%
2830 31/41 76% 2660 74/80 93%
2570 完納 100% 2670 70/74 95%
2580 68/71 96% 2680 69/71 97%
2590 54/55 98% 2690 63/66 95%
2600 49/54 91% 2700 58/61 95%
2610 61/64 95% 2710 70/73 96%
2620 68/79 86% 2720 60/75 80%
2750 74/89 83% 2730 50/67 75%
2760 80/85 94% 2740 47/56 84%

合計：　納入数1,999ＲＣ
地区ロータリークラブ数　2,252ＲＣ

普通寄付納入実績　11月 30日現在、当会入金分

特別寄付金

11月当月� 150,879,076円
11月末累計� 456,934,378円
� （前年度比　　4.05%減）
� （　  〃     1,930 万円減）
� （予算達成率　48.1%）

　11 月末累計額は前年同期比 4.05% 減、約
1,930 万円の減少となりました。昨年度のよう
な匿名大口寄付金はありませんでしたが、単月
のみで比較すると今月も過去 10年間の平均額
よりも多くご寄付をいただきました。今年も残
すところ残り半月ほどですが、来年も引き続き
よろしくお願いいたします。

☆創立記念寄付� 　　　　　　（単位：万円）
地区 クラブ名 金額 地区 クラブ名 金額
2560 新潟南 30 2750 東京品川 10
2590 横浜都筑 10 2770 春日部 5
2600 駒ヶ根 10 2840 渋川みどり 1.8

合　計 6クラブ 66.8

☆高額寄付者（一度に 100 万円以上の寄付）
Ｄ2780　相模原橋本ＲＣ　原幹朗氏　100万円
� 累計 519万円

☆高額寄付法人（一度に 100 万円以上の寄付）
Ｄ2750 東京日本橋ＲＣ　株式会社 九曜社 100万円
� 累計 100万円　　望月耕次氏

☆ガバナー公式訪問
Ｄ2590　横浜戸塚西ＲＣ　　5万円

☆地区大会記念寄付
Ｄ2600　40万円、Ｄ2770　10万円、
Ｄ2780　10万円、Ｄ2840　12.5 万円

《今年の特別寄付金申告用領収証、受付締切について》
　ご寄付は当会口座に12月30日（月）迄に入金され
た金額が12月分となり、確定申告の対象となります。
30日に当会口座へ着金していない場合には領収証を発
行することができませんので、余裕をもってご送金く
ださいますようお願い申し上げます。



26 2019-2020 Governor's Monthly Letter

ハイライトよねやま

�.   古澤丈作⽒を顕彰する記念碑が完成
ＪＲ栃木駅前の北口公園

にこのたび「古澤丈作顕彰

碑」が完成し、地区大会中

の 11 月 9日に行われた除

幕式には、川嶋幸雄ガバナ

ーや古澤丈作氏のご子孫、

栃木市長、地区米山奨学委

員長など多数が参列、米山

奨学生・学友も翌日同顕彰碑を訪れました。 

古澤丈作氏は、東京ＲＣ会長を務めていた

1952 年に「米山基金」の構想を発表、これが

現在のロータリー米山奨学金となって現在まで

続いています。栃木県栃

木市出身である氏の功績

を讃え、さらに多くの

方々に知っていただきた

いという第 2550 地区ロー

タリアンの思いから、川

嶋ガバナー年度の一大事

業として建立されたとの

こと。碑には、ロータリーにおける氏の代名詞

ともいえる「大連宣言」の全文と、数ある偉業

の一つとしてロータリー米山記念奨学事業につ

いて刻まれています。（写真は真岡西 RC幹事様提供）

�. ���� 年�年��は��が����
当会事務局では、評議員、理事、地区米山記念奨学委員長、学

友、他団体などへ毎年約 4,600 枚の年賀状を送っています。今回

は、アニメーション制作スタジオに勤務している米山学友、麦嘉

輝さん（2017-18／尼崎西ＲＣ）が年賀状のデザインをしてくださ

いました。 

【⻨さんからのメッセージ】 
暦上は令和 2 年になりますが、年賀状に「令和」
を載せるのは今回が初めてです。こんなに貴重な
一枚をデザインさせていただき、誠にありがとう
ございました。来年は子年です。日本神話では、

ネズミは「⼤⿊天の使者」とされていますので、モ
チーフとして福槌をネズミのキャラクターに持たせました。「鼠歳
祥瑞」――、この新たな一周の始まりに私は鼠に化し、福槌を持
ちながら、皆様の悪運をぶっ飛ばし、たくさんの福と幸運を運ん
でまいります。 

�. 寄付⾦速報 ― 今年もあと半⽉、送⾦はお早⽬に ―
11 月までの寄付金は前年同期と比べて 2.8％

減（普通寄付金:0.2％減、特別寄付金:4.1％

減）、約 2,000 万円の減少となりました。前年

度は大口寄付があったため、先月よりも更に減

少額が大きくなったものの、過去 10 年間の同

期平均額と比較すると 2,300 万円ほど上回って

います。皆様からのご支援に厚く御礼申し上げ

ます。12 月 30 日（月）までに着金した寄付金

については、来年 1月末までにクラブ宛に確定

申告用領収証を発送します。お早目のご送金を

お願いいたします。
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�.   韓国米山学友会総会 ― 国境を越えた歓迎の場 ―
韓国米山学友会の総会が 11 月 16 日にソウル

市内で開催され、学友 42 人のほか、韓国や日

本のロータリアン、関西米山学友会や台湾米山

学友会からも会員が駆けつけ、総勢 79 人が参

加しました。 

第一部は、全炳台
ジョンビョンテ

会長の挨拶、韓国ロータ

リー奨学文化財団理事長であり第 3650 地区パ

ストガバナーのコ・ソンデ氏の祝辞につづき、

台湾米山学友会などへ感謝状が授与されたほ

か、関西米山学友会の何玉翠さんと林小微さん

へ名誉会員証が授与されました。また、韓国

米山学友会の現況・会計報告、今後の計画が

発表されました。第二部では、同学友会が支

援する日本人大学生 3人に 200 万ウォンの奨

学金が授与されました。 

日本から参加した第 2580 地区ガバナー補

佐の猪飼昭彦氏は、「海外の学友会には、日本

全国のクラブでお世話を受けた学友が集まり

ます。クラブ、地区、国さえも越えた歓迎と再

会の場であり、彼らが何らかの形で日本との懸

け橋になっていることを必ず実感することがで

きます。日韓関係の波にかかわらず、継続して

日本の学生を支援してくれていることも、彼ら

の恩返しであり懸け橋。心からのありがとうを

申し上げたい」と、語ってくださいました。な

お、全会長は第 3650 地区に新クラブ「ソウル 

ブースト コリアＲＣ」を設立、12 月 20 日に

チャーターナイトを迎えるとのことです。 

�.   台湾米山学友会総会 ―日本人奨学生とも絆繋ぐ―
台湾米山学友会（扶輪米山会）の年次総会が

11 月 30 日、台北市内で開催されました。台湾

の学友・家族のほか、当会の齋藤直美理事長は

じめ、多数のロータリアンと、韓国学友会や関

西学友会（第 2660 地区）など、国内外の学友

も参加し、総勢 150 人以上が交流を深めまし

た。 

式典で、郭錦堂理事

長（1984-86／相模原

中ＲＣ／台中文心Ｒ

Ｃ創立会長）は、日

本のロータリアンと

歴代米山会理事長に

対する感謝を述べ、

学友に向けて「われ

われは体内に、社会に献身的に奉仕する米山の

精神を携えた遺伝子を受けました。これからロ

ータリアンの芽として、多くの奉仕活動に積極

的に参加しましょう」と呼びかけました。 

また、2009 年から実施する台湾の大学・大

学院で学ぶ日本人留学生を対象とした奨学金の

2019-20 年度奨学生 6人が檀上で

紹介され、その場で郭理事長から

奨学金が授与されました。さらに

は、同奨学金の学友 3人が、それ

ぞれ中国語で近況を報告。奨学期

間を終えても絆を繋ぐ米山奨学金

の真髄が受け継がれている様子

に、会場から大きな拍手が送られ

ました。

 
��������� � �������� ⽶⼭記念奨学会事務局

は、12 ⽉ 28 ⽇（⼟）〜
1 ⽉ 5 ⽇（⽇）の間休業
させていただきます。来年は
1 ⽉ 6 ⽇（⽉）より通常
業務となります。 

ロータリー⽶⼭記念奨学会へのご寄付は税制優遇を受けることができ、
「税額控除」か「所得控除」いずれか有利な⽅式を選択できます。今年
1〜12 ⽉に寄付をした⽅には、来年 1 ⽉末までに申告⽤領収書をクラ
ブ経由でお送りします。12⽉30日（⽉）当会着⾦分までが対象です。 



28 2019-2020 Governor's Monthly Letter

出席報告

クラブ
確定出
席率
％

ホーム
クラブ
出席率
％

会員数

2019
7/1 11 月 女性 増減

鹿
児
島
県
北
部

（
7
R
C
）

出水 61.78 59.87 40 41 5 1

阿久根 92.00 83.50 50 52 10 2

川内 77.00 62.00 55 60 0 5

薩摩川内 77.92 57.14 24 26 2 2

串木野 85.71 82.85 7 10 3 3

宮之城 93.18 75.00 10 10 2 0

大口 84.00 70.00 25 25 1 0

平均及び合計 81.66 70.05 211 224 23 13

鹿
児
島
県
西
部

（
5
R
C
）

伊集院 75.00 63.89 29 28 0 − 1

加世田 66.66 64.58 15 16 1 1

枕崎 66.67 51.33 29 24 6 − 5

頴娃 71.90 71.90 17 16 0 − 1

指宿 80.45 56.32 30 29 1 − 1

平均及び合計 72.14 61.60 120 113 8 − 7

鹿
児
島
県
中
部

（
5
R
C
）

霧島 37.70 37.70 15 15 0 0

国分 65.24 48.78 40 41 4 1

国分中央 75.93 49.07 26 27 1 1

加治木 100.00 62.50 25 28 1 3

姶良 100.00 76.56 16 16 0 0

平均及び合計 75.77 54.92 122 127 6 5

鹿
児
島
県
東
部

（
8
R
C
）

志布志 71.43 60.00 21 24 3 3

志布志みなと 57.75 49.02 47 48 5 1

串良 86.00 79.00 35 36 3 1

鹿屋 77.99 67.94 54 53 3 − 1

鹿屋西 89.92 82.95 50 48 9 − 2

かのや東 89.47 79.60 41 42 0 1

きもつき 81.67 70.00 26 24 0 − 2

南九州大崎 62.07 48.28 27 29 3 2

平均及び合計 77.04 67.10 301 304 26 3

鹿
児
島
県
市
内

（
1
1
R
C
）

鹿児島 76.86 60.33 62 68 6 6

鹿児島南 61.94 50.44 39 40 6 1

鹿児島西 69.55 53.38 72 73 0 1

鹿児島東南 76.50 58.80 23 22 0 − 1

鹿児島中央 76.54 66.67 53 56 4 3

鹿児島西南 86.11 66.67 11 12 1 1

鹿児島城西 69.53 53.13 34 35 6 1

鹿児島東 83.33 65.48 21 21 3 0

鹿児島北 64.77 54.55 32 31 2 − 1

鹿児島サザン
ウインド 81.21 71.81 55 55 13 0

鹿児島令和 79.69 64.06 32 32 4 0

平均及び合計 75.09 60.48 434 445 45 11

クラブ
確定出
席率
％

ホーム
クラブ
出席率
％

会員数

2019
7/1 11 月 女性 増減

鹿
児
島
県
奄
美

（
3
R
C
）

奄美 69.04　 58.33　 55 56 8 1

奄美中央 72.52　 66.21　 58 58 10 0

奄美瀬戸内 71.66　 71.66　 15 15 0 0

平均及び合計 71.07　 65.40　128 129 18 1

宮
崎
県
北
部

（
7
R
C
）

延岡 85.67 71.33 78 78 8 0

延岡東 100.00 85.47 61 63 5 2

延岡中央 84.65 71.93 57 56 6 − 1

日向 89.66 67.24 20 20 0 0

日向東 75.30 71.60 27 27 2 0

日向中央 87.50 87.50 8 7 1 − 1

門川 75.00 71.43 8 8 0 0

平均及び合計 85.40 75.21 259 259 22 0

宮
崎
県
中
部

（
1
0
R
C
）

宮崎 90.05 69.15 101 102 8 1

宮崎西 83.73 68.07 105 107 7 2

宮崎北 85.54 62.77 82 84 13 2

宮崎南 79.39 76.34 46 46 3 0

宮崎中央 75.58 66.36 55 55 6 0

宮崎東 75.86 68.97 30 29 2 − 1

宮崎アカデミー 69.51 65.85 35 41 6 6

西都 86.11 79.17 19 19 2 0

佐土原 73.60 73.60 26 26 3 0

高鍋 91.77 76.58 41 40 2 − 1

平均及び合計 81.11 70.69 540 549 52 9

宮
崎
県
西
部

（
8
R
C
）

えびの 68.00 68.00 15 14 3 − 1

小林 80.80 75.80 30 30 2 0

小林中央 86.36 81.81 11 11 0 0

都城 88.68 69.81 54 57 10 3

都城北 86.84 64.47 41 42 3 1

都城西 77.03 75.68 39 40 4 1

都城中央 77.80 56.90 32 30 3 − 2

2730 ジャパン
カレントロータ
リーＥクラブ

83.64 81.82 20 19 6 − 1

平均及び合計 81.14 71.79 242 243 31 1

宮
崎
県
南
部

（
3
R
C
）

日南 95.31 69.53 35 35 2 0

日南中央 80.00 80.00 11 13 3 2

串間 82.69 67.31 11 12 1 1

平均及び合計 86.00 72.28 57 60 6 3

第 2730 地区 出席率
ホーム
クラブ
出席率

7月 1日
会員数

11月末
会員数

内女性
会員数 増減

全体の平均及び
合計 78.64　 66.95　 2,414 2,453 237 39

11 月出席率・会員数報告
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能勢　勝哉

上江川　知美

牧枝　和明

濱村　康樹

宿口　英俊

河本　正己

津曲　健次

吉永　幸徳

宮永　祥子

安藤　秀樹

山口　一治

松本　明三

串間　誠一郎

田中　　博

松尾　武成

児玉　由紀

武田　　博
（川内 RC）

（薩摩川内 RC）

（伊集院 RC）

（霧島 RC）

（加治木 RC）

（志布志 RC）

（志布志 RC）

（鹿児島 RC）

（鹿児島 RC）

（鹿児島サザンウインド RC）

（奄美中央 RC）

（延岡 RC）

（宮崎西 RC）

（宮崎北 RC）

（宮崎アカデミー RC）

（宮崎アカデミー RC）

（串間 RC）

池田　昇示

森　　均

吉松　幸夫

高橋　健太郎

松岡　齋徳

日吉　昭文

吉田　博嗣

志賀　宏二

狩野　宗博

中村　則子
（宮之城 RC）

（伊集院 RC）

（枕崎 RC）

（志布志 RC）

（きもつき RC）

（延岡中央 RC）

（延岡中央 RC）

（日向中央 RC）

（西都 RC）

（串間 RC）

入退会者／物故会員・地区行事予定

今後の主な行事予定（2019 〜 20 年度）
日　程 行　事 時　間 場　所 摘　要

2
0
2
0
年

1

12日 日 ＰＥＴＳの為のＲＬＩ研修セミナー 鹿屋市中央公民館（鹿屋市）

12日 日 ＲＬＩパートⅢに向けて
ＤＬ研修セミナー 鹿屋市

18日 土 地区米山奨学生選考会 メインホテルナカムラ 米山奨学生委員会

19日〜 26日 国際協議会 サンディエゴ（米国） ＧＥ

25日 土 ＲＡ第3ゾーン会議 ＲＡ地区委員会

第2回派遣学生オリエンテーション 青少年交換委員会

第2回ＲＡ委員長研修会 地区内4グループにて開催 地区ＲＡ委員会

2

8日 土 次年度ガバナー補佐及び部門長会議、
諮問委員会 メインホテルナカムラ

15日 土 2019年度奨学生終了式 未定 米山奨学生委員会

22日 土 次年度地区チーム研修セミナー ホテルさつき苑

23日 日 ＲＡ地区合同研修会 地区内4グループにて開催 ＲＡ地区委員会

第2回地区インターアクト委員会 都城

第3回派遣学生オリエンテーション 青少年交換委員会

ガバナー補佐・部門長会議 メインホテル

鹿児島西南ロータリークラブ創立40
周年記念式典 鹿児島西南ＲＣ

3

21日〜 22日 土・日 第32回全国ローターアクト研修会 名古屋観光ホテル ＲＡ地区委員会

21日〜 22日 土・日 会長エレクト研修セミナー 志布志湾大黒リゾートホテル 志布志ＲＣ・志布志み
なとＲＣ

ＩＡ九州4地区連絡協議会 都城 第2730地区担当

第3回4Ｇ会・諮問委員会

第4回派遣学生オリエンテーション 青少年交換委員会

2019 年 11 月入退会報告／物故会員
 ●入会者	 ご入会おめでとうございます。

 ●退会者	 おつかれさまでした。
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